


















キ
ャ
リ
ア
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

－

N（
２
回
生
）

キ
ャ
リ
ア
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

－

N（
２
回
生
）

41 42T he Un ive r s i t y  of  Fu k uch iya m a T he Un ive r s i t y  of  Fu k uch iya m a

地域の活性化に必要な条件として、雇用や生活環境など経済的・文化的な基盤の整備だけでなく住民の健康を守り、安心安全なまちづくり

をおこなうことも重要である。世界保健機構WHOによる健康の定義を引き合いに出すまでもなく、「健康とは単に病気でない」ということで

はない。地域医療・地域福祉の充実だけでなく、地域住民の疾病予防や健康増進活動など「健康」にまつわる研究題材は数多くある。健康で

あるために必要な運動・栄養・休養の中で、健康テーマを題材にして文献調査や個別調査にてデータを収集し、分析・評価をおこない、健康

指標化を試みることにより必要な技能を身につけることを目的としている。

予防医学のうち、一次予防策は健康増進活動である。適正な運動・栄養・休養つまり生活習慣を見直すところから始まる。この演習では自分の生活習慣

をデータから見直すことに主眼を置いた。医療福祉分野での職に就く予定の学生が、自己管理型の健康増進活動を体験することにより、将来指導的な

立場に立つ際の経験となると考える。このテーマは次年度に引き継ぎ、「ヘルスツーリズム健康の里つくり」という健康増進を観光の軸とした観光資源

開発という地域活性化（観光によるまちづくり）への発展を願っている。

運動習慣と健康増進活動
－ヘルスツーリズムを題材として－

キャリア演習Ⅰ・Ⅱ－N（２回生）

芦田 信之担当者名

科目名

本演習の総括

本演習の概要

本演習の目的

報告会用資料

本演習は、健康をテーマとした専門研究・卒業研究のためのプレ演習と位置づけている。ニューツーリズムにおける里歩き山歩きの

ヘルスツーリズムを題材として地域に出てデータを集め分析・評価をおこなった。演習の組み立ては以下のとおりである。

ニューツーリズムとヘルスツーリズムの背景の調査

「運動は健康に良い」というエビデンスとなる文献調査

運動による健康づくり：消費カロリーと摂取カロリー

自己管理型健康増進活動　生活習慣を見直す　

アクティブウォッチを活用した運動習慣のエビデンスづくり

（大江山登山による運動量計測　心拍、血圧、歩数、坂道、消費カロリー計測を含む）

市民公開講座―京都高齢者大学での講演会参加

与謝野町「かや山の家　ヘルスツーリズムの里」活動への合宿参加

与謝野町「よさのみらい大学」への参加

健康になるための運動方法

宮島 啓吾、牧 浩太、山﨑 有里
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